
 

【調査の目的

� 国・県の離島航路補助金を受けて運航している町営の宮之浦～

口永良部・島間航路の維持・確保を目的とする。

� 航路を取り巻く地域の現状や運航実態、航路診断、経営診断等

を踏まえた具体的な航路改善方策

 

【航路及び

＜航路の

� 外海にある小規模離島を運航する航路

� 屋久島と口永良部島を一体的に結ぶ生活航路

� 火山災害時の避難航路としての役割

� 火山災害から復興途上の農林水産業を支える航路

� 屋久島との観光交流が期待される航路

� 車両普及を推進する航路

� 一般廃棄物等の島外への搬送に必要不可欠な航路

� 長年にわたり口永良部島～屋久島～種子島を結ぶ航路

＜航路の

� 島間航路

長年にわたり地域住民に定着している航路

屋久島の間を高速船やフェリーが運航され、競合航路が存在

� 高速船

現在の運航ダイヤは、フェリーとの接続を考慮し、高速船と

の接続はあまり良いとは言えない状況。

� 老朽化

就航後

齢（18

� 口永良部切符販売及

島の防災や観光情報の発信機能も備えた切符販売・待合所と

して改善する必要がある。

  

【航路診断

� 不安定

平成 26

たこと、平成

影響から就航率は大幅に低下したが、この１年間の運航状況は

安定しており、就航率は改善傾向にある。

� 代替船舶

本航路は使用船舶が１隻でかつ

により運休した場合は、口永良部島の住民の生活に大きな影響

を与えるもので

� 口永良部航路

平成 28

25 年度の

目的】 

国・県の離島航路補助金を受けて運航している町営の宮之浦～

口永良部・島間航路の維持・確保を目的とする。

航路を取り巻く地域の現状や運航実態、航路診断、経営診断等

を踏まえた具体的な航路改善方策

び地域の現状

の特性＞ 

外海にある小規模離島を運航する航路

屋久島と口永良部島を一体的に結ぶ生活航路

火山災害時の避難航路としての役割

火山災害から復興途上の農林水産業を支える航路

屋久島との観光交流が期待される航路

車両普及を推進する航路

一般廃棄物等の島外への搬送に必要不可欠な航路

長年にわたり口永良部島～屋久島～種子島を結ぶ航路

の課題＞ 

島間航路の位置

長年にわたり地域住民に定着している航路

屋久島の間を高速船やフェリーが運航され、競合航路が存在

高速船との接続

現在の運航ダイヤは、フェリーとの接続を考慮し、高速船と

の接続はあまり良いとは言えない状況。

老朽化への対応

就航後 19 年を経て

18 年）を超えている

口永良部切符販売及

島の防災や観光情報の発信機能も備えた切符販売・待合所と

して改善する必要がある。

航路診断（現状と

不安定な運航から

26 年度は海難事故

たこと、平成 27

影響から就航率は大幅に低下したが、この１年間の運航状況は

安定しており、就航率は改善傾向にある。

代替船舶の建造による

本航路は使用船舶が１隻でかつ

により運休した場合は、口永良部島の住民の生活に大きな影響

を与えるものであ

口永良部航路での

28 年度の口永良部航路の

年度の 77.2％の水準。一方

国・県の離島航路補助金を受けて運航している町営の宮之浦～

口永良部・島間航路の維持・確保を目的とする。

航路を取り巻く地域の現状や運航実態、航路診断、経営診断等

を踏まえた具体的な航路改善方策

現状と課題】

外海にある小規模離島を運航する航路

屋久島と口永良部島を一体的に結ぶ生活航路

火山災害時の避難航路としての役割

火山災害から復興途上の農林水産業を支える航路

屋久島との観光交流が期待される航路

車両普及を推進する航路

一般廃棄物等の島外への搬送に必要不可欠な航路

長年にわたり口永良部島～屋久島～種子島を結ぶ航路

位置づけの明確化

長年にわたり地域住民に定着している航路

屋久島の間を高速船やフェリーが運航され、競合航路が存在

接続を考慮した

現在の運航ダイヤは、フェリーとの接続を考慮し、高速船と

の接続はあまり良いとは言えない状況。

対応 

て、離島航路

えている。 

口永良部切符販売及び待合所

島の防災や観光情報の発信機能も備えた切符販売・待合所と

して改善する必要がある。

と課題）】 

から安定化へ 

海難事故の発生により

27 年度及び平成

影響から就航率は大幅に低下したが、この１年間の運航状況は

安定しており、就航率は改善傾向にある。

による航路の

本航路は使用船舶が１隻でかつ

により運休した場合は、口永良部島の住民の生活に大きな影響

ある。 

での旅客輸送の

年度の口永良部航路の

％の水準。一方

国・県の離島航路補助金を受けて運航している町営の宮之浦～

口永良部・島間航路の維持・確保を目的とする。

航路を取り巻く地域の現状や運航実態、航路診断、経営診断等

を踏まえた具体的な航路改善方策を検討

】 

外海にある小規模離島を運航する航路

屋久島と口永良部島を一体的に結ぶ生活航路

火山災害時の避難航路としての役割

火山災害から復興途上の農林水産業を支える航路

屋久島との観光交流が期待される航路

車両普及を推進する航路 

一般廃棄物等の島外への搬送に必要不可欠な航路

長年にわたり口永良部島～屋久島～種子島を結ぶ航路

明確化 

長年にわたり地域住民に定着している航路

屋久島の間を高速船やフェリーが運航され、競合航路が存在

した運航 

現在の運航ダイヤは、フェリーとの接続を考慮し、高速船と

の接続はあまり良いとは言えない状況。

離島航路に就航する

 

待合所の改善 

島の防災や観光情報の発信機能も備えた切符販売・待合所と

して改善する必要がある。 

 

 

の発生により 45

年度及び平成 28 年度は新岳の爆発的噴火の

影響から就航率は大幅に低下したが、この１年間の運航状況は

安定しており、就航率は改善傾向にある。

の安全性・安定性

本航路は使用船舶が１隻でかつ老朽化の

により運休した場合は、口永良部島の住民の生活に大きな影響

の促進 

年度の口永良部航路の旅客実績は近年で最も多い平成

％の水準。一方自動車航送実績は前年比

国・県の離島航路補助金を受けて運航している町営の宮之浦～

口永良部・島間航路の維持・確保を目的とする。 

航路を取り巻く地域の現状や運航実態、航路診断、経営診断等

検討する。 

外海にある小規模離島を運航する航路 

屋久島と口永良部島を一体的に結ぶ生活航路 

火山災害時の避難航路としての役割 

火山災害から復興途上の農林水産業を支える航路

屋久島との観光交流が期待される航路 

一般廃棄物等の島外への搬送に必要不可欠な航路

長年にわたり口永良部島～屋久島～種子島を結ぶ航路

長年にわたり地域住民に定着している航路ながら、

屋久島の間を高速船やフェリーが運航され、競合航路が存在

現在の運航ダイヤは、フェリーとの接続を考慮し、高速船と

の接続はあまり良いとは言えない状況。 

する同規模船舶

 

島の防災や観光情報の発信機能も備えた切符販売・待合所と

45 日間にわたり運休し

年度は新岳の爆発的噴火の

影響から就航率は大幅に低下したが、この１年間の運航状況は

安定しており、就航率は改善傾向にある。 

安定性の確保

老朽化のため、故障やトラブル

により運休した場合は、口永良部島の住民の生活に大きな影響

旅客実績は近年で最も多い平成

自動車航送実績は前年比

国・県の離島航路補助金を受けて運航している町営の宮之浦～

 

航路を取り巻く地域の現状や運航実態、航路診断、経営診断等

 

火山災害から復興途上の農林水産業を支える航路 

一般廃棄物等の島外への搬送に必要不可欠な航路 

長年にわたり口永良部島～屋久島～種子島を結ぶ航路 

ながら、種子島と

屋久島の間を高速船やフェリーが運航され、競合航路が存在

現在の運航ダイヤは、フェリーとの接続を考慮し、高速船と

同規模船舶の平均船

島の防災や観光情報の発信機能も備えた切符販売・待合所と

日間にわたり運休し

年度は新岳の爆発的噴火の

影響から就航率は大幅に低下したが、この１年間の運航状況は

確保 

ため、故障やトラブル

により運休した場合は、口永良部島の住民の生活に大きな影響

旅客実績は近年で最も多い平成

自動車航送実績は前年比 2.3 倍、

国・県の離島航路補助金を受けて運航している町営の宮之浦～

航路を取り巻く地域の現状や運航実態、航路診断、経営診断等

種子島と

屋久島の間を高速船やフェリーが運航され、競合航路が存在。 

現在の運航ダイヤは、フェリーとの接続を考慮し、高速船と

平均船

島の防災や観光情報の発信機能も備えた切符販売・待合所と

日間にわたり運休し

年度は新岳の爆発的噴火の

影響から就航率は大幅に低下したが、この１年間の運航状況は

ため、故障やトラブル

により運休した場合は、口永良部島の住民の生活に大きな影響

旅客実績は近年で最も多い平成

、 

 

貨物輸送実績も

� 島間航路

口永良部航路は

路は旅客、自動車、貨物のいずれも減少

の PR

が課題

� 車両を

自動車航送や貨物輸送ニーズが高まる中で、荷役作業

替船建造時には車両を自走で車両甲板へ搬入できる構造への改良

が課題である

� 住民・

� 口永良部航路は

住民の４割に当たる方が、「屋久島町外への移動」や「買い物」、

「通院・介護」、「仕事」等の目的で、月

一方、島間航路の

� 航路利用者では、「観光・レジャー」や「仕事（商用）」、「工事・

保守点検」、「帰省」を目的とし、航路の利用頻度は、「今回が初

めて」が最も多い。

� 船舶の満足度では、住民及び航路利用者ともに、「乗り心地（揺

れ）」「エンジン音・におい」「トイレ・洗面所」で「不満である」

が「満足である」を上回

� 運航パターンやダイヤの見直し

運航への要望では、住民では口永良部航路の増便と島間航路の

減便、航路利用者では偶数日と奇数日の運航の見直しが多

 

【経営診断

本航路は

を中心に

経費負担は大きくなっている。したがって、収益機会の維持・創

出と運航経費増加の抑制を考慮した運航の実現が課題

� 収益機会

口永良部島への定住人口の増加や交流人口の増加、産業振興等

に取り組み、航路利用の促進につなげることで収益機会の維

持・創出を図る必要がある。

� 運航経費増加

� 船舶修繕費の改善

� ドック先との定期的な情報交換や整備費の調査を行い、増

加の抑制に努める

� 現行の船舶のでは船舶修繕費の増加を抑制するには限界が

あり、代替船導入を早急に検討。

� 燃料潤滑油費

運航パター

～ 調査結果

貨物輸送実績も近年で最も多い平成

島間航路での多様な

口永良部航路は今後も輸送需要は拡大するとみられるが、島間航

旅客、自動車、貨物のいずれも減少

PR と利用促進により

が課題 

を自走で車両甲板

自動車航送や貨物輸送ニーズが高まる中で、荷役作業

替船建造時には車両を自走で車両甲板へ搬入できる構造への改良

が課題である。 

・航路利用者のニーズ

口永良部航路は地域の重要な公共交通機関

住民の４割に当たる方が、「屋久島町外への移動」や「買い物」、

「通院・介護」、「仕事」等の目的で、月

一方、島間航路の

航路利用者では、「観光・レジャー」や「仕事（商用）」、「工事・

保守点検」、「帰省」を目的とし、航路の利用頻度は、「今回が初

めて」が最も多い。

船舶の満足度では、住民及び航路利用者ともに、「乗り心地（揺

れ）」「エンジン音・におい」「トイレ・洗面所」で「不満である」

が「満足である」を上回

運航パターンやダイヤの見直し

運航への要望では、住民では口永良部航路の増便と島間航路の

減便、航路利用者では偶数日と奇数日の運航の見直しが多

経営診断（現状と

本航路は、航路需要が小さく収益機会に乏しい一方で、宮之浦港

を中心に口永良部漁港

経費負担は大きくなっている。したがって、収益機会の維持・創

出と運航経費増加の抑制を考慮した運航の実現が課題

収益機会の維持・

口永良部島への定住人口の増加や交流人口の増加、産業振興等

に取り組み、航路利用の促進につなげることで収益機会の維

持・創出を図る必要がある。

運航経費増加の抑制

船舶修繕費の改善

ドック先との定期的な情報交換や整備費の調査を行い、増

加の抑制に努める

現行の船舶のでは船舶修繕費の増加を抑制するには限界が

あり、代替船導入を早急に検討。

燃料潤滑油費の抑制

運航パターの検討

調査結果

近年で最も多い平成

多様な地域間移動

今後も輸送需要は拡大するとみられるが、島間航

旅客、自動車、貨物のいずれも減少

と利用促進により多様な地域間移動のニーズの掘り起こし

車両甲板へ搬入できる

自動車航送や貨物輸送ニーズが高まる中で、荷役作業

替船建造時には車両を自走で車両甲板へ搬入できる構造への改良

航路利用者のニーズへの

地域の重要な公共交通機関

住民の４割に当たる方が、「屋久島町外への移動」や「買い物」、

「通院・介護」、「仕事」等の目的で、月

一方、島間航路の住民利用はほとんどみられていない。

航路利用者では、「観光・レジャー」や「仕事（商用）」、「工事・

保守点検」、「帰省」を目的とし、航路の利用頻度は、「今回が初

めて」が最も多い。 

船舶の満足度では、住民及び航路利用者ともに、「乗り心地（揺

れ）」「エンジン音・におい」「トイレ・洗面所」で「不満である」

が「満足である」を上回り、これらの改善が課題である

運航パターンやダイヤの見直し

運航への要望では、住民では口永良部航路の増便と島間航路の

減便、航路利用者では偶数日と奇数日の運航の見直しが多

と課題）】 

、航路需要が小さく収益機会に乏しい一方で、宮之浦港

口永良部漁港、島間港の

経費負担は大きくなっている。したがって、収益機会の維持・創

出と運航経費増加の抑制を考慮した運航の実現が課題

・創出 

口永良部島への定住人口の増加や交流人口の増加、産業振興等

に取り組み、航路利用の促進につなげることで収益機会の維

持・創出を図る必要がある。 

抑制を考慮した

船舶修繕費の改善 

ドック先との定期的な情報交換や整備費の調査を行い、増

加の抑制に努める。 

現行の船舶のでは船舶修繕費の増加を抑制するには限界が

あり、代替船導入を早急に検討。

の抑制 

検討による総合的に燃料潤滑油費の抑制

調査結果の概要

近年で最も多い平成 24 年度の

地域間移動のニーズの

今後も輸送需要は拡大するとみられるが、島間航

旅客、自動車、貨物のいずれも減少しており、

多様な地域間移動のニーズの掘り起こし

できる構造の

自動車航送や貨物輸送ニーズが高まる中で、荷役作業

替船建造時には車両を自走で車両甲板へ搬入できる構造への改良

への対応 

地域の重要な公共交通機関

住民の４割に当たる方が、「屋久島町外への移動」や「買い物」、

「通院・介護」、「仕事」等の目的で、月 1

利用はほとんどみられていない。

航路利用者では、「観光・レジャー」や「仕事（商用）」、「工事・

保守点検」、「帰省」を目的とし、航路の利用頻度は、「今回が初

船舶の満足度では、住民及び航路利用者ともに、「乗り心地（揺

れ）」「エンジン音・におい」「トイレ・洗面所」で「不満である」

り、これらの改善が課題である

運航パターンやダイヤの見直し 

運航への要望では、住民では口永良部航路の増便と島間航路の

減便、航路利用者では偶数日と奇数日の運航の見直しが多

、航路需要が小さく収益機会に乏しい一方で、宮之浦港

、島間港の 3 地点を毎日運航しており、

経費負担は大きくなっている。したがって、収益機会の維持・創

出と運航経費増加の抑制を考慮した運航の実現が課題

口永良部島への定住人口の増加や交流人口の増加、産業振興等

に取り組み、航路利用の促進につなげることで収益機会の維

 

した運航の実現

ドック先との定期的な情報交換や整備費の調査を行い、増

現行の船舶のでは船舶修繕費の増加を抑制するには限界が

あり、代替船導入を早急に検討。 

総合的に燃料潤滑油費の抑制

概要 ～ 

年度の 90.3

の掘り起し 

今後も輸送需要は拡大するとみられるが、島間航

しており、安定した運航

多様な地域間移動のニーズの掘り起こし

の代替船建造

自動車航送や貨物輸送ニーズが高まる中で、荷役作業

替船建造時には車両を自走で車両甲板へ搬入できる構造への改良

地域の重要な公共交通機関 

住民の４割に当たる方が、「屋久島町外への移動」や「買い物」、

1 回以上の頻度で利用。

利用はほとんどみられていない。

航路利用者では、「観光・レジャー」や「仕事（商用）」、「工事・

保守点検」、「帰省」を目的とし、航路の利用頻度は、「今回が初

船舶の満足度では、住民及び航路利用者ともに、「乗り心地（揺

れ）」「エンジン音・におい」「トイレ・洗面所」で「不満である」

り、これらの改善が課題である

運航への要望では、住民では口永良部航路の増便と島間航路の

減便、航路利用者では偶数日と奇数日の運航の見直しが多

、航路需要が小さく収益機会に乏しい一方で、宮之浦港

地点を毎日運航しており、

経費負担は大きくなっている。したがって、収益機会の維持・創

出と運航経費増加の抑制を考慮した運航の実現が課題

口永良部島への定住人口の増加や交流人口の増加、産業振興等

に取り組み、航路利用の促進につなげることで収益機会の維

実現 

ドック先との定期的な情報交換や整備費の調査を行い、増

現行の船舶のでは船舶修繕費の増加を抑制するには限界が

総合的に燃料潤滑油費の抑制

90.3％の水準。

 

今後も輸送需要は拡大するとみられるが、島間航

安定した運航

多様な地域間移動のニーズの掘り起こし

代替船建造 

自動車航送や貨物輸送ニーズが高まる中で、荷役作業にあり、代

替船建造時には車両を自走で車両甲板へ搬入できる構造への改良

住民の４割に当たる方が、「屋久島町外への移動」や「買い物」、

回以上の頻度で利用。

利用はほとんどみられていない。 

航路利用者では、「観光・レジャー」や「仕事（商用）」、「工事・

保守点検」、「帰省」を目的とし、航路の利用頻度は、「今回が初

船舶の満足度では、住民及び航路利用者ともに、「乗り心地（揺

れ）」「エンジン音・におい」「トイレ・洗面所」で「不満である」

り、これらの改善が課題である。 

運航への要望では、住民では口永良部航路の増便と島間航路の

減便、航路利用者では偶数日と奇数日の運航の見直しが多い。

、航路需要が小さく収益機会に乏しい一方で、宮之浦港

地点を毎日運航しており、

経費負担は大きくなっている。したがって、収益機会の維持・創

出と運航経費増加の抑制を考慮した運航の実現が課題である。 

口永良部島への定住人口の増加や交流人口の増加、産業振興等

に取り組み、航路利用の促進につなげることで収益機会の維

ドック先との定期的な情報交換や整備費の調査を行い、増

現行の船舶のでは船舶修繕費の増加を抑制するには限界が

総合的に燃料潤滑油費の抑制 

。 

今後も輸送需要は拡大するとみられるが、島間航

安定した運航

多様な地域間移動のニーズの掘り起こし

代

替船建造時には車両を自走で車両甲板へ搬入できる構造への改良

住民の４割に当たる方が、「屋久島町外への移動」や「買い物」、

回以上の頻度で利用。  

航路利用者では、「観光・レジャー」や「仕事（商用）」、「工事・

保守点検」、「帰省」を目的とし、航路の利用頻度は、「今回が初

船舶の満足度では、住民及び航路利用者ともに、「乗り心地（揺

れ）」「エンジン音・におい」「トイレ・洗面所」で「不満である」

運航への要望では、住民では口永良部航路の増便と島間航路の

。 

、航路需要が小さく収益機会に乏しい一方で、宮之浦港

地点を毎日運航しており、

経費負担は大きくなっている。したがって、収益機会の維持・創

 

口永良部島への定住人口の増加や交流人口の増加、産業振興等

に取り組み、航路利用の促進につなげることで収益機会の維

ドック先との定期的な情報交換や整備費の調査を行い、増

現行の船舶のでは船舶修繕費の増加を抑制するには限界が

【航路改善方策

①口永良部航路は、口永良部島の住民にとっては唯一の生活航路であ

り、火山災害からの復旧・復興事業や定住促進事業等を考慮し、今

後は増便の検討も含めて利便性を改善する。

②島間航路は航路の利用者特性や競合する船舶の実態を踏まえて減便

を検討する。

③航路経営を安定させるため、現状の運航を見直すとともに、経費増

加の抑制に取り組むが、船舶の老朽化が進み、腐食や装備品等の交

換頻度の増加等による船舶修繕費が膨らみ、航路経営に深刻な影響

を与えていることから、代替船建造を検討する。

④本航路は、島民の移動や生活必需品等の物資の輸送に加え、火山噴

火時の避難手段としての役割を担っており、住民の生活と安全を守

る重要な社会基盤であり、また屋久島と種子島の地域間交流を支え

る航路でもあることから、船舶建造費を含め、国や鹿児島県の支援

を受けつつ、今後も航路を維持・確保してい

(１)代替船建造

① 船型・規模、航海性能・旋回性能等の適正化

航海速力は現状と同等程度の航海速力を目指し、スラスターや

フィンスタビライザーを装備し、港内での旋回性能や横揺れ防

止機能の向上を図り航海中の快適性の向上を目指す。旅客定員

は最大搭載人員を

名以下に検討する。

② 荷役作業等の効率化に向けた車両甲板の改善

③ バリアフリー化等による居住性の改善

④ 代替船

鉄道建設・運輸施設整備支援機構の船舶建造に関する技術支援

や融資制度、国の離島航路構造改革補助金及び鹿児島県の建造

費補助金を活用することにより、適正な船舶建造や耐用年数期

間に発生する減価償却費などの経費の抑制に努める。

(２)利用促進策

① 航路需要や船舶接続に応じた運航パターン、ダイヤの検討

② 島民運賃割引制度の拡充の検討

③ 口永良部島への里めぐりツアー商品の開発

④ 旅行代理店と連携した島間便の利用促進

 

(3)待合所の

① 口永良部待合所の改善

② 宮之浦港での口永良部地域情報の発信

航路改善方策の検討

①口永良部航路は、口永良部島の住民にとっては唯一の生活航路であ

り、火山災害からの復旧・復興事業や定住促進事業等を考慮し、今

後は増便の検討も含めて利便性を改善する。

②島間航路は航路の利用者特性や競合する船舶の実態を踏まえて減便

を検討する。 

③航路経営を安定させるため、現状の運航を見直すとともに、経費増

加の抑制に取り組むが、船舶の老朽化が進み、腐食や装備品等の交

換頻度の増加等による船舶修繕費が膨らみ、航路経営に深刻な影響

を与えていることから、代替船建造を検討する。

④本航路は、島民の移動や生活必需品等の物資の輸送に加え、火山噴

火時の避難手段としての役割を担っており、住民の生活と安全を守

る重要な社会基盤であり、また屋久島と種子島の地域間交流を支え

る航路でもあることから、船舶建造費を含め、国や鹿児島県の支援

を受けつつ、今後も航路を維持・確保してい

＜

代替船建造の検討

船型・規模、航海性能・旋回性能等の適正化

航海速力は現状と同等程度の航海速力を目指し、スラスターや

フィンスタビライザーを装備し、港内での旋回性能や横揺れ防

止機能の向上を図り航海中の快適性の向上を目指す。旅客定員

は最大搭載人員を

名以下に検討する。

荷役作業等の効率化に向けた車両甲板の改善

バリアフリー化等による居住性の改善

代替船建造における共有支援制度の活用

鉄道建設・運輸施設整備支援機構の船舶建造に関する技術支援

や融資制度、国の離島航路構造改革補助金及び鹿児島県の建造

費補助金を活用することにより、適正な船舶建造や耐用年数期

間に発生する減価償却費などの経費の抑制に努める。

利用促進策の検討

航路需要や船舶接続に応じた運航パターン、ダイヤの検討

島民運賃割引制度の拡充の検討

口永良部島への里めぐりツアー商品の開発

旅行代理店と連携した島間便の利用促進

の魅力づくり

口永良部待合所の改善

宮之浦港での口永良部地域情報の発信

検討】 

＜基本的な

①口永良部航路は、口永良部島の住民にとっては唯一の生活航路であ

り、火山災害からの復旧・復興事業や定住促進事業等を考慮し、今

後は増便の検討も含めて利便性を改善する。

②島間航路は航路の利用者特性や競合する船舶の実態を踏まえて減便

③航路経営を安定させるため、現状の運航を見直すとともに、経費増

加の抑制に取り組むが、船舶の老朽化が進み、腐食や装備品等の交

換頻度の増加等による船舶修繕費が膨らみ、航路経営に深刻な影響

を与えていることから、代替船建造を検討する。

④本航路は、島民の移動や生活必需品等の物資の輸送に加え、火山噴

火時の避難手段としての役割を担っており、住民の生活と安全を守

る重要な社会基盤であり、また屋久島と種子島の地域間交流を支え

る航路でもあることから、船舶建造費を含め、国や鹿児島県の支援

を受けつつ、今後も航路を維持・確保してい

＜航路改善方策

検討 

船型・規模、航海性能・旋回性能等の適正化

航海速力は現状と同等程度の航海速力を目指し、スラスターや

フィンスタビライザーを装備し、港内での旋回性能や横揺れ防

止機能の向上を図り航海中の快適性の向上を目指す。旅客定員

は最大搭載人員を 150 名とし、通常の運航による定員を

名以下に検討する。 

荷役作業等の効率化に向けた車両甲板の改善

バリアフリー化等による居住性の改善

建造における共有支援制度の活用

鉄道建設・運輸施設整備支援機構の船舶建造に関する技術支援

や融資制度、国の離島航路構造改革補助金及び鹿児島県の建造

費補助金を活用することにより、適正な船舶建造や耐用年数期

間に発生する減価償却費などの経費の抑制に努める。

検討 

航路需要や船舶接続に応じた運航パターン、ダイヤの検討

島民運賃割引制度の拡充の検討

口永良部島への里めぐりツアー商品の開発

旅行代理店と連携した島間便の利用促進

づくり 

口永良部待合所の改善 

宮之浦港での口永良部地域情報の発信

 

な考え方＞ 

①口永良部航路は、口永良部島の住民にとっては唯一の生活航路であ

り、火山災害からの復旧・復興事業や定住促進事業等を考慮し、今

後は増便の検討も含めて利便性を改善する。

②島間航路は航路の利用者特性や競合する船舶の実態を踏まえて減便

③航路経営を安定させるため、現状の運航を見直すとともに、経費増

加の抑制に取り組むが、船舶の老朽化が進み、腐食や装備品等の交

換頻度の増加等による船舶修繕費が膨らみ、航路経営に深刻な影響

を与えていることから、代替船建造を検討する。

④本航路は、島民の移動や生活必需品等の物資の輸送に加え、火山噴

火時の避難手段としての役割を担っており、住民の生活と安全を守

る重要な社会基盤であり、また屋久島と種子島の地域間交流を支え

る航路でもあることから、船舶建造費を含め、国や鹿児島県の支援

を受けつつ、今後も航路を維持・確保してい

 

航路改善方策の検討＞

船型・規模、航海性能・旋回性能等の適正化

航海速力は現状と同等程度の航海速力を目指し、スラスターや

フィンスタビライザーを装備し、港内での旋回性能や横揺れ防

止機能の向上を図り航海中の快適性の向上を目指す。旅客定員

名とし、通常の運航による定員を

荷役作業等の効率化に向けた車両甲板の改善

バリアフリー化等による居住性の改善 

建造における共有支援制度の活用

鉄道建設・運輸施設整備支援機構の船舶建造に関する技術支援

や融資制度、国の離島航路構造改革補助金及び鹿児島県の建造

費補助金を活用することにより、適正な船舶建造や耐用年数期

間に発生する減価償却費などの経費の抑制に努める。

航路需要や船舶接続に応じた運航パターン、ダイヤの検討

島民運賃割引制度の拡充の検討 

口永良部島への里めぐりツアー商品の開発

旅行代理店と連携した島間便の利用促進

宮之浦港での口永良部地域情報の発信 

 

①口永良部航路は、口永良部島の住民にとっては唯一の生活航路であ

り、火山災害からの復旧・復興事業や定住促進事業等を考慮し、今

後は増便の検討も含めて利便性を改善する。 

②島間航路は航路の利用者特性や競合する船舶の実態を踏まえて減便

③航路経営を安定させるため、現状の運航を見直すとともに、経費増

加の抑制に取り組むが、船舶の老朽化が進み、腐食や装備品等の交

換頻度の増加等による船舶修繕費が膨らみ、航路経営に深刻な影響

を与えていることから、代替船建造を検討する。 

④本航路は、島民の移動や生活必需品等の物資の輸送に加え、火山噴

火時の避難手段としての役割を担っており、住民の生活と安全を守

る重要な社会基盤であり、また屋久島と種子島の地域間交流を支え

る航路でもあることから、船舶建造費を含め、国や鹿児島県の支援

を受けつつ、今後も航路を維持・確保していくものである。

＞ 

船型・規模、航海性能・旋回性能等の適正化 

航海速力は現状と同等程度の航海速力を目指し、スラスターや

フィンスタビライザーを装備し、港内での旋回性能や横揺れ防

止機能の向上を図り航海中の快適性の向上を目指す。旅客定員

名とし、通常の運航による定員を

荷役作業等の効率化に向けた車両甲板の改善 

 

建造における共有支援制度の活用 

鉄道建設・運輸施設整備支援機構の船舶建造に関する技術支援

や融資制度、国の離島航路構造改革補助金及び鹿児島県の建造

費補助金を活用することにより、適正な船舶建造や耐用年数期

間に発生する減価償却費などの経費の抑制に努める。

航路需要や船舶接続に応じた運航パターン、ダイヤの検討

口永良部島への里めぐりツアー商品の開発 

旅行代理店と連携した島間便の利用促進 

 

①口永良部航路は、口永良部島の住民にとっては唯一の生活航路であ

り、火山災害からの復旧・復興事業や定住促進事業等を考慮し、今

②島間航路は航路の利用者特性や競合する船舶の実態を踏まえて減便

③航路経営を安定させるため、現状の運航を見直すとともに、経費増

加の抑制に取り組むが、船舶の老朽化が進み、腐食や装備品等の交

換頻度の増加等による船舶修繕費が膨らみ、航路経営に深刻な影響

④本航路は、島民の移動や生活必需品等の物資の輸送に加え、火山噴

火時の避難手段としての役割を担っており、住民の生活と安全を守

る重要な社会基盤であり、また屋久島と種子島の地域間交流を支え

る航路でもあることから、船舶建造費を含め、国や鹿児島県の支援

くものである。 

航海速力は現状と同等程度の航海速力を目指し、スラスターや

フィンスタビライザーを装備し、港内での旋回性能や横揺れ防

止機能の向上を図り航海中の快適性の向上を目指す。旅客定員

名とし、通常の運航による定員を 100

鉄道建設・運輸施設整備支援機構の船舶建造に関する技術支援

や融資制度、国の離島航路構造改革補助金及び鹿児島県の建造

費補助金を活用することにより、適正な船舶建造や耐用年数期

間に発生する減価償却費などの経費の抑制に努める。 

航路需要や船舶接続に応じた運航パターン、ダイヤの検討 

①口永良部航路は、口永良部島の住民にとっては唯一の生活航路であ

り、火山災害からの復旧・復興事業や定住促進事業等を考慮し、今

②島間航路は航路の利用者特性や競合する船舶の実態を踏まえて減便

③航路経営を安定させるため、現状の運航を見直すとともに、経費増

加の抑制に取り組むが、船舶の老朽化が進み、腐食や装備品等の交

換頻度の増加等による船舶修繕費が膨らみ、航路経営に深刻な影響

④本航路は、島民の移動や生活必需品等の物資の輸送に加え、火山噴

火時の避難手段としての役割を担っており、住民の生活と安全を守

る重要な社会基盤であり、また屋久島と種子島の地域間交流を支え

る航路でもあることから、船舶建造費を含め、国や鹿児島県の支援

航海速力は現状と同等程度の航海速力を目指し、スラスターや

フィンスタビライザーを装備し、港内での旋回性能や横揺れ防

止機能の向上を図り航海中の快適性の向上を目指す。旅客定員

100

鉄道建設・運輸施設整備支援機構の船舶建造に関する技術支援

や融資制度、国の離島航路構造改革補助金及び鹿児島県の建造

費補助金を活用することにより、適正な船舶建造や耐用年数期



 

 

口永良部航路の就航率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島間航路の就航率 

 

 

 

 

  

悪　天 入　渠 機関故障定期検査中間検査臨時検査 その他

宮之浦～口永良部 35 16 1 92

宮之浦～島間 52 16 1 7

宮之浦～口永良部 38 18 124

宮之浦～島間 63 1 18 10

宮之浦～口永良部 42 45 31 3 8

宮之浦～島間 50 45 31 3 10

宮之浦～口永良部 24 17 6

宮之浦～島間 25 17 6

宮之浦～口永良部 38 14 6 5

宮之浦～島間 35 14 6 5

宮之浦～口永良部 44 10 0 16 1

宮之浦～島間 40 12 1 16 1

宮之浦～口永良部 34 4 16 3 3.5

宮之浦～島間 24 4 2 16 3 5

宮之浦～口永良部 45 3 15 1

宮之浦～島間 37 3 15 2

宮之浦～口永良部 62 3 22 15

宮之浦～島間 47 3 22 15

宮之浦～口永良部 44 3 15

宮之浦～島間 39 3 15

宮之浦～口永良部 68 3 17

宮之浦～島間 60.5 3 17

宮之浦～口永良部 59 3 14

宮之浦～島間 39 3 14

宮之浦～口永良部 53 4 15 1

宮之浦～島間 45 4 15

宮之浦～口永良部 44 3 12

宮之浦～島間 39 3 12

宮之浦～口永良部 40 3 15 2

宮之浦～島間 35 3 15 1

宮之浦～口永良部 33 4 17

宮之浦～島間 26 4 17

宮之浦～口永良部 38 4 14

宮之浦～島間 26 4 14

宮之浦～口永良部 36 3 15

宮之浦～島間 27 3 15

宮之浦～口永良部 39 2 1 13

宮之浦～島間 27 2 13

区間

欠航日数及は回数

H14年度

H13年度

H12年度

H11年度

H10年度

H28年度

H27年度

H26年度

H25年度

H24年度

H23年度

H22年度

H18年度

H17年度

H16年度

H15年度

H21年度

H20年度

H19年度

310 311 310 311 305 306
293 289

277

303

264

301 305.5
294

303
318

236

185

222

84.9 85.2 84.7 85.2
83.6 83.8

80.1 79.2

75.9

83.0

72.1

82.5 83.7

80.5

86.6

90.9
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実績 計画比（日） （%）
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284.5
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306

317
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273

290

88.5 87.7 88.0 87.1
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76.2
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実績 計画比（日） （%）



 

 

旅客輸送実績の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車航送実績の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貨物輸送実績の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

22,255

19,371 19,669

18,518
17,863

17,215

16,023
15,141

12,184
12,994

11,958

15,383

14,078

12,283

13,845
14,511

11,637
11,098 10,948

13,321

11,209

11,634

10,783
10,451

10,174

9,326

8,918

7,040
7,224

6,652

8,632

7,810

7,005

7,749

8,205

6,433

5,888 5,980

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成10年度 12年度 14年度 16年度 18年度 20年度 22年度 24年度 26年度 28年度

旅客運賃収入 旅客輸送人員

12,468
11,543

10,925 10,922
10,365

9,470 9,178
8,265

7,352

9,065
8,404

10,240 9,930

8,374

9,653 9,869

8,227

5,633

7,822

9,456

7,425
8,317

7,195 7,072 7,243

6,241 6,376

4,410
3,601 3,225

4,764

3,735 3,619 3,852
4,300

3,105

5,349

2,909

6,291

5,729

5,405 5,419

5,182

4,728
4,574

4,103

3,686

4,519

4,173

5,031
4,923

4,229

4,786
4,900

4,076

2,732

3,782

6,934

5,361

6,104

5,246
5,144

5,299

4,572
4,668

3,231

2,609

2,380

3,491

2,763 2,691
2,864

3,205

2,270

3,123

2,134

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H10年度H11年度H12年度H13年度H14年度H15年度H16年度H17年度H18年度H19年度H20年度H21年度H22年度H23年度H24年度H25年度H26年度H27年度H28年度

旅客運賃収入口永良部航路 旅客運賃収入島間航路 旅客輸送人員口永良部航路 旅客輸送人員島間航路（千円）
（人）

30,047 29,652
28,191

30,427
29,334

27,889 27,993 28,122

21,678 21,946 21,479

28,080

31,593

19,722 19,273
20,586

17,459

13,666

20,628

3,906

3,718

3,556

3,795

3,598

3,434
3,366 3,387

2,653
2,723

2,619

3,404

3,837

2,504 2,498
2,619

2,157

1,745

2,572

0
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4,000
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5,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

自動車航送運賃収入 自動車航送台数（千円） （台）

11,177
12,114

11,081

13,016
11,542 11,104

11,916
11,039

8,508
9,802 9,538 10,070

11,810

8,212

9,489 10,467
9,649

5,546

12,870

18,285
16,950

16,296 16,348 16,187 15,732
15,001

16,025

11,274 11,228 11,382

16,728

18,898

10,721
9,123 9,389

7,137 7,775
7,041

1,421
1,482

1,363

1,563

1,373

1,278 1,305
1,246

1,049

1,166 1,173
1,213

1,433

1,053

1,242

1,352

1,215
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1,637

2,442

2,195
2,139 2,163

2,120
2,083
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自動車航送運賃収入口永良部航路 自動車航送運賃収入島間航路 自動車航送台数口永良部航路 自動車航送台数島間航路 （台）（千円）
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28,191
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29,334
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3,718
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自動車航送運賃収入 自動車航送台数（千円） （台）


